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【年通号数】公開・登録公報2017-019
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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ   9/20     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の異なる属性の領域を含む画像データから値を取得して出力する情報処理装置であ
って、
　前記画像データの中で、文字列で書かれた文字領域を特定する文字領域特定手段と、
　前記文字領域の中にあるキー文字列を複数箇所で特定するキー文字列特定手段と、
　前記複数箇所で特定したキー文字列毎にそれぞれ対応づけられた位置条件に合致する領
域にある値を、前記出力するべく取得する取得手段と
を備え、
　前記キー文字列毎にそれぞれ対応づけられた位置条件が設定された設定情報を予め記憶
することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記位置条件は、前記キー文字列のある領域と前記値のある領域との間の方向に関する
条件を含むことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　複数の異なる属性の領域を含む画像データから値を取得して出力する情報処理装置であ
って、
　前記画像データの中で、文字列で書かれた文字領域を特定する文字領域特定手段と、
　前記文字領域の中にあるキー文字列を特定するキー文字列特定手段と、
　前記特定したキー文字列に対応づけられた位置条件に合致する領域にある値を、前記出
力するべく取得する取得手段と
を備え、
　前記キー文字列に対応づけられた複数の位置条件が設定された設定情報を予め記憶する
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　前記複数の位置条件は、複数の異なる種類の位置条件であることを特徴とする請求項３
に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記複数の異なる種類の位置条件は、前記キー文字列のある領域と前記値のある領域と
の間の方向および間隔に関する条件を含むことを特徴とする請求項４に記載の情報処理装
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置。
【請求項６】
　前記特定された文字領域にある文字列が複数行の文字列か否かを判定する複数行判定手
段と、
　前記複数行判定手段により複数行と判定された場合に、行ごとの文字領域を生成する生
成手段と
を更に備え、
　前記キー文字列特定手段は、前記生成手段により生成された文字領域の中にあるキー文
字列を特定することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記文字領域は、ブロックセレクションにより得られた領域であることを特徴とする請
求項１～６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記設定情報を生成すべく、前記特定された文字領域を表示する表示手段と、
　前記キー文字列のある領域を、前記表示手段で表示された文字領域から選択する第１の
選択手段と、
　前記値のある領域を、前記表示手段で表示された文字領域から選択する第２の選択手段
と、
　前記第１の選択手段により選択されたキーのある領域の領域情報と前記第２の選択手段
により選択された値のある領域の領域情報に従って、前記キーのある領域に対応する前記
値のある領域の位置を特定する特定手段と
　前記特定手段により特定された位置を前記キー文字列に対応する前記位置条件として設
定する設定手段と
を更に備えることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記第１の選択手段で選択されたキーのある領域と、第２の選択手段で選択された値の
ある領域とを識別可能に表示する識別表示手段を更に備えることを特徴とする請求項８に
記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　複数の異なる属性の領域を含む画像データから値を取得して出力する情報処理装置の処
理方法であって、
　文字領域特定手段が、前記画像データの中で、文字列で書かれた文字領域を特定する文
字領域特定ステップと、
　キー文字列特定手段が、前記文字領域の中にあるキー文字列を複数箇所で特定するキー
文字列特定ステップと、
　取得手段が、前記複数箇所で特定したキー文字列毎にそれぞれ対応づけられた位置条件
に合致する領域にある値を、前記出力するべく取得する取得ステップと
を備え
　前記キー文字列に対応づけられた複数の位置条件が設定された設定情報を予め記憶する
ことを特徴とする処理方法。
【請求項１１】
　複数の異なる属性の領域を含む画像データから値を取得して出力する情報処理装置にお
いて実行可能なプログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　前記画像データの中で、文字列で書かれた文字領域を特定する文字領域特定手段と、
　前記文字領域の中にあるキー文字列を複数箇所で特定するキー文字列特定手段と、
　前記複数箇所で特定したキー文字列毎にそれぞれ対応づけられた位置条件に合致する領
域にある値を、前記出力するべく取得する取得手段
として機能させ、
　前記キー文字列毎にそれぞれ対応づけられた位置条件が設定された設定情報を予め記憶
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することを特徴とするプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の目的を達成するための、複数の異なる属性の領域を含む画像データから値を取
得して出力する情報処理装置であって、前記画像データの中で、文字列で書かれた文字領
域を特定する文字領域特定手段と、前記文字領域の中にあるキー文字列を複数箇所で特定
するキー文字列特定手段と、前記複数箇所で特定したキー文字列毎にそれぞれ対応づけら
れた位置条件に該当する領域にある値を、前記出力するべく取得する取得手段とを備え、
前記キー文字列毎にそれぞれ対応づけられた位置条件が設定された設定情報を予め記憶す
ることを特徴とする。
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